
 
 
 
 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

－ ひとと時代をつなぐ －             

めぐりっと紫波 

[Vol.７３] 

 

202３(令和５)年 10 月 25 日 

発行者 ＮＰＯ法人紫波みらい研究所 

ＴＥＬ019-671-2244 ＦＡＸ019-671-2243 

Ｅ-mail miraiken@shiwa-mirai.com 

◇◇◇環境マイスター養成講座の取り組み◇◇◇ 

割り箸は日本の食文化には欠かせない存在だけれど、  
どうしても木材を無駄にしているような気がしてねぇ…… 

母さん！ 
 ちがうのよ、誤解なの。 
 答えは「2・ウソ」。 

国産材の割り箸は、 
環境にやさしい製品ってことなのね！ 

割り箸の使用量が増えた結果、森林破壊が進んでしまったってホント？  

1・ホント 2・ウソ 
Ｑ 

サザエさん一家と学ぼう！「森林の環（もりのわ）応援団」 

サザエさん一家 

「森林の環応援団」 

活動記録 

こちらからご覧いただけます ⇒ 

浄化ｾﾝﾀｰ見学 えこ３ｾﾝﾀｰ見学 町長講話 

環境ﾏｲｽﾀｰ養成講座修了生の皆さんと熊谷町長 



 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネ・節電豆知識 

現代にも活かせる江戸時代の「エコな習慣」 

250 年以上続いた江戸時代。電気やガスはないそのころ、人々は資源

を大切に使い、リサイクルに努めていました。その江戸時代の暮らしか

ら現代にも活かせる暮らしのヒントを学びましょう。 

江戸時代のエコな暮らしは「時代が違うし、同じように生活するのは難しいのでは」
と思った方もいるのではないでしょうか。 

確かに江戸時代と全く同じ暮らしをすることは難しいですが、いくつかの習慣を参考
にし、現代の私たちの暮らしに活かすことは十分に可能です。たとえば、近年改めて注
目を集めているのが、江戸時代の人々のマストアイテム「風呂敷」です。 

 
レジ袋有料化以降はエコバッグを持ち歩く人が増えましたが、それと同時に風呂敷人

気も高まっています。風呂敷は荷物の形や大きさにとらわれることなく、１枚で包んで
持ち運べるというメリットがあります。 

単に「包む」だけではなく、アレンジによってカバン、お弁当包み、ワインボトル包
み、そしてもちろんエコバッグなど、多種多様な使い方ができる点も魅力です。 
何より洗って何度でも再利用できるというのが、エコな暮らしにぴったりです。 
 

他にも、買い物する際は予め買うと決めていたものを必要なだけ買う、外出用のＴシ
ャツが擦り切れてきたらすぐ捨てずに寝巻にするなど、今までの習慣を少し見直すだけ
でも、循環型社会の実現はぐっと身近になるはずです。 

江戸時代に学ぶエコ生活 その 2 

２０２３ 辰年 

年賀状のご注文を

お承りします♪ 

11 月 1 日より 

◆ ◆ 有限会社 紫波印刷 ◆ ◆ 
1956 年創業の紫波印刷は、事務用印刷物・チラシ・記念誌・カレンダーなどの印刷のほか、

記念品や販促物、クラフト市出店等と幅広くお客様のニーズに応え『印刷』を届けています。 

ここがエコポイント!! 
 
◆紙は分別して業者へ渡し、

リサイクルへ 
◇タオル印刷の端材は、清掃

に利用 
◆当店設置のガチャ機のカプ

セルは、回収して再利用 
◇作業場の蛍光灯は、可能な

限りＬＥＤに切換え 

場 所：紫波町星山字樋ノ口 90-8 
ＴＥＬ：019-672-3104 
ＦＡＸ：019-672-3105 

当店は 
環境を守る 
エコ・ショップです！


